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哲
學
研
究
　
第
八
十
四
號

新

嘘干

紹

ウ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
著

　
哲
　
學
　
概
　
論
　
　
清
水
　
清
謬
　
　
玉
婿
三
園
禺
版
部
刊

　
「
哲
學
概
論
」
と
題
で
る
本
に
少
く
な
い
が
、
多
く
ほ
或
哲
學
者
が
、
そ
の

二
一
一
系
た
要
綱
に
ま
と
め
糞
も
の
か
、
哲
冥
目
の
重
要
な
學
語
を
上
塗
し

カ
リ
、
・
各
種
の
哲
學
観
た
簡
軍
に
織
擬
的
に
翻
介
し
れ
も
の
が
大
二
分
た
占

め
て
み
る
。
妖
…
う
に
ヴ
イ
デ
ル
バ
ン
ト
の
此
の
著
に
久
同
種
の
哲
學
親
秘
結
…
襯

酌
に
紹
介
す
う
と
共
に
更
に
そ
れ
以
上
に
、
哲
學
す
ろ
こ
と
、
換
言
す
れ
ば

輪
3
4
生
活
や
科
墨
に
於
て
無
反
雀
附
に
詐
さ
れ
て
る
る
所
の
諸
の
前
提
な
吟
発

し
て
、
此
等
の
箭
提
が
如
何
に
し
て
評
さ
れ
る
か
と
い
ふ
狼
本
問
題
為
考
察

聚
展
ぜ
し
め
ろ
こ
と
た
哲
學
概
論
の
任
務
と
定
め
て
著
作
さ
れ
て
る
ろ
。
哲

學
概
論
の
意
義
と
職
分
た
最
も
よ
く
認
め
糞
黙
に
於
て
、
こ
の
署
に
不
朽
の

三
値
為
有
す
ろ
で
あ
ら
う
。

　
溝
水
氏
ば
原
著
の
第
二
版
為
邦
諜
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
哲
學
の
諜
書
に

屡
々
見
う
が
如
き
閣
丈
ら
し
か
ら
ぬ
邦
繹
の
弊
に
照
ら
す
、
流
暢
挙
馴
に
し

て
然
も
原
文
の
意
昧
な
よ
く
傅
へ
て
あ
ろ
と
思
に
れ
る
。
恐
ら
く
邦
文
で
ウ

イ
ン
デ
〃
バ
ン
ト
の
盟
學
概
論
た
慰
ま
ん
と
す
ろ
人
々
に
稗
盆
す
る
厨
が
多

い
で
あ
ら
う
Q

　
附
錐
に
人
・
名
及
び
亭
項
の
索
引
な
添
へ
る
と
共
に
、
療
著
策
｝
版
と
第
二

版
と
の
煽
三
三
の
封
照
表
、
並
び
に
仁
者
の
抑
へ
む
謎
櫛
な
霧
末
に
ま
と
め

て
添
へ
て
あ
る
の
も
便
利
で
あ
る
。

灘
灘
暫
通
論
交
野

八
六轡

波
書
店
獲
行

　
本
禽
役
員
と
し
て
多
年
本
倉
の
獲
展
の
爲
に
多
大
の
雛
力
た
賜
に
つ
た
、

京
都
帝
國
大
學
教
授
朝
永
傅
士
が
本
影
万
澄
謄
に
蓮
ぜ
ら
れ
六
覗
賀
詑
念

と
し
て
、
博
士
の
知
友
門
友
二
十
鋤
氏
の
哲
學
論
文
な
…
巻
に
ま
と
め
て
博

士
に
呈
上
さ
れ
六
の
が
本
書
で
あ
る
。
純
正
哲
學
の
み
な
ら
す
、
宗
教
學
、

心
理
學
、
一
合
　
學
、
町
育
學
、
美
学
、
佛
教
學
錬
の
各
領
域
に
於
け
ろ
・
最
近

研
究
の
肌
取
山
読
羅
た
示
す
も
の
と
し
て
斯
墨
に
志
あ
ろ
も
の
」
門
取
も
注
獄
す
㌔
へ

き
論
二
三
で
あ
ら
う
。
灘
次
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
中
　
灘
　
暫
　
學
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
羽
　
浅
　
了
　
諦

　
　
實
在
ず
ろ
も
の
と
し
て
の
榊
…
…
…
…
…
・
…
波
多
野
霧
一

　
　
人
間
學
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
西
郎
幾
多
郎

　
　
無
認
感
精
に
つ
い
て
…
：
…
…
…
：
…
・
：
…
：
…
干
　
葉
　
胤
　
戎

　
　
憲
在
論
酌
領
域
と
し
て
の
「
超
越
」
に
就
て
…
－
濾
野
留
次
郵

生
命
教
育
學
に
就
て
：
…
…
…
・
・
…
…
：
：
：
…
：
長

支
那
二
三
の
訓
詰
に
於
け
る
矛
盾
の
統
丁
：
…
小

佛
敏
哲
學
に
於
け
ろ
「
法
し
の
概
念
と
窒
の

辮
謹
法
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
：
・
…
：
・
…
：
・
：
：
瀦

死
の
岡
題
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
勝

ブ
イ
ヒ
テ
の
宗
敏
哲
學
に
於
け
る
憩
の

實
筏
性
に
就
い
て
…
…
…
：
：
・
…
…
：
…
…
：
…
河

経
験
．
の
形
颪
上
善
と
形
術
上
學
の
形
面
上
學
・
－
高

架
倉
墨
的
史
魏
に
つ
い
て
：
…
…
…
・
…
…
・
・
：
：
高

綜
合
と
超
越
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：
・
：
・
：
・
田

島
　　　口i

職

馬薪

部辻

譲哲

逡部
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9

S15

マ
ル
グ
ス
に
於
け
る
唯
物
論
の
隈
界
…
…
…
…
土

現
象
學
に
於
け
ろ
超
越
の
問
題
…
…
…
…
…
：
務

製
作
の
遇
程
と
し
て
の
意
昧
す
る
こ
と
…
…
－
融

形
弼
上
記
的
時
間
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
－
九

d
写
レ
舜
窪
¢
か
ら
9
二
三
圃
露
O
一
へ
・
：
・
：
・
：
肉

薦
新
纂
榊
の
行
事
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
：
赤

シ
ェ
リ
ン
グ
の
後
期
哲
學
へ
の
移
d
り

行
き
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
赤

星
ン
玉
∴
ド
於
け
・
ろ
「
我
の
離
離
鋪
」
・
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
天

理
論
と
賀
践
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
木

松内鬼田簗田

智得周毒理杏

城立造藏作村

宗
敏
的
霞
的
論
と
典
止
揚
…
…
…
…
・
…
…
菊
池
慧

精
紳
の
モ
ナ
ス
的
形
態
…
…
：
…
：
…
…
・
：
：
…
篠
　
原

原他村常松
　慧
助＿素貞元
ib一郎衛融通

彙

報

朝
莱
博
士
の
御
退
職

　
京
都
帝
國
大
學
敷
授
朝
永
三
十
郎
先
生
は
本
年
二
帰
還

暦
に
達
せ
ら
れ
、
知
友
門
下
の
諸
氏
よ
り
祝
賀
曾
を
受
け

ら
れ
π
が
、
つ
い
で
三
月
退
職
せ
ら
れ
た
。
博
士
は
本
吉

創
立
内
国
多
年
本
會
の
爲
に
種
々
御
盤
力
を
賜
は
つ
た
こ

と
は
戚
謝
に
た
へ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
、
今

度
大
學
敏
授
の
職
を
退
か
れ
る
に
つ
け
本
會
規
定
に
よ
り

薪
刊
　
紹
　
介

国
事
役
員
を
も
退
か
れ
る
こ
と
、
な
っ
た
Q

　
本
會
は
博
士
が
蹴
込
御
健
康
で
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
愈
々

多
く
三
界
の
爲
に
盤
さ
れ
ん
こ
と
を
所
る
と
共
に
、
今
後

も
陰
に
陽
に
本
會
の
爲
め
に
御
援
助
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を

偏
に
お
願
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
倫
理
墨
讃
書
會

去
る
五
月
二
十
二
日
金
曜
演
轡
室
に
て
午
後
三
醇
よ
り
左
の
獲
表
あ
り
。

　
鍔
〉
舞
。
M
塞
脚
三
三
邑
。
一
三
～
、
。
諺
q
。
毛
簿
9
｝
野
盛
。
一
＝
＝
毯
器
。
・

　
H
〔
び
〔
【
一
ω
ω
c
｝
一
㌶
湊
O
剛
§
一
零
貯
垂
心
議
（
O
毎
旨
臨
凱
昏
O
O
鼠
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
淺
南
海
男
君

同
二
十
九
H
金
曜
同
演
習
竈
に
て
午
後
三
時
よ
り
左
の
嚢
表
あ
り
。

　
ゆ
叢
碁
コ
9
＜
o
厳
Q
謎
℃
難
薦
の
団
巳
…
。
剛
μ
窪
尉
碁
。
§
門
三
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
野
健
治
郎
君

山ハ

誌
¥
二
爲
金
離
㎜
倫
理
研
究
｛
歪
に
て
午
後
三
生
よ
り
左
の
恥
笈
表
あ
り
O

　
穿
。
。
冨
。
糞
塑
罠
コ
一
鼠
○
。
箆
旨
ガ
。
・
｛
）
剛
｝
一
♂
皿
ε
三
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
街
　
吉
雄
君

　
倫
理
墨
研
究
解
除
會

轟ハ

ﾅ
・
†
－
九
鷲
金
曜
山
国
犬
三
友
倉
鮎
醸
に
で
、
午
後
七
蒔
よ
一
り
左
の
一
講
演
叱
の
り
Q

　
執
捌
脚
科
斗
ψ
的
経
二
三
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
経
濟
學
部
雨
曝
石
川
興
二
君

入
玉


